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公益財団法人

法人会は税のオピニオンリーダーとして国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です

私の経営哲学̶第20回
大分法人会　株式会社 まる ひで

小野 秀幸

老舗の肖像　 
有限会社 西川屋老舗
株式会社 アラクス

法人会全国青年の集い岐阜大会特集
「租税教育活動プレゼンテーション最優秀賞」

■
こ
の
季
節
、こ
の
食
べ
物（
食
の
歳
時
記
）

鮮
や
か
な

緑
色
の
茎
を
味
わ
う
と
、

春
が
動
き
出
し
ま
す
。

朝
採
り
の 

ア
ス
パ
ラ
茹
で
て 

春
模
様（
勇
古
）

店
頭
に
並
べ
ら
れ
た
、朝
採
り
ら
し
い
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
を
買
い
込
ん
で
、さ
っ
そ
く
茹
で
て
み
ま
し
た
。目
に
し

み
る
よ
う
な
緑
色
と
、み
ず
み
ず
し
い
口
当
た
り
、爽
や

か
な
香
り
が
、春
の
到
来
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
然
の
ま
ま
日
光
を
浴
び
て
育
っ
た
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
は
、ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜

で
、食
物
繊
維
も
た
っ
ぷ
り
。ア
ミ
ノ
酸
の一
種
で
あ
る
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、疲
労
回
復

や
美
肌
を
促
し
ま
す
。免
疫
力
を
増
強
さ
せ
る
力
も

あ
る
と
さ
れ
、が
ん
を
予
防
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、穂
先
に
含
ま
れ
る
成
分
ル
チ
ン
は
、毛

細
血
管
を
丈
夫
に
し
て
、高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
予
防

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

食
卓
に
春
を
届
け
て
く
れ
る
食
材
と
し
て
人
気
が

高
く
、生
の
ま
ま
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に
、茹
で
て
サ
ラ
ダ

や
炒
め
物
、お
ひ
た
し
な
ど
に
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、白

和
え
や
胡
麻
よ
ご
し
、味
噌
和
え
な
ど
日
本
料
理
で
も

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
花
言
葉
は
、普
遍
性
、勝
利
。変
わ
ら

ぬ
努
力
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝
利
に
向
け
て
邁
進
す
る
経
営

者
を
、〈
法
人
会
の
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
〉が

力
強
く
後
押
し
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

菜
の
花

パ

◎上記商品の正式名称は次のとおりです。
　総合型V Rタイプ：大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　総合型V Tタイプ：大同生命の無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動・無解約払戻金型）
 もしくは無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　Jタイプ：無配当重大疾病保障保険（無解約払戻金型）、
　Mタイプ：無配当総合医療保険（保険料払込中無解約払戻金型）
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。
◎記載は平成30年1月現在の内容です。将来変更となる可能性があります。 F-29-1003　（平成29年11月7日）

引受保険会社

本社 （大阪）〒550-0002
 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号
 （東京）〒103-6031
 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 0120-789-501（通話料無料）
大同生命ホームページ https://www.daido-life.co.jp/

法人会会員のみなさまに

〈会社をお守りするトータル保障プラン〉

経営者大型総合保障制度
生命保険と損害保険の組み合わせにより、万一の場合はもちろん、
働けなくなった場合のリスクに備えるための各種制度商品をご用意しています。

〒105-8602 東京都港区虎ノ門4丁目3番20号
TEL 03-6848-8500
AIGホームページ http://www.aig.co.jp/sonpo

重大疾病による
長期離職の

リスクに対する保険

Jタイプ

お亡くなりになる
リスクに対する保険

総合型
Rタイプ

V

重度の身体障がい
状態による退職の
リスクに対する保険

総合型
Tタイプ

V

ケガ・病気による
一時的な離職の
リスクに対する保険

Mタイプ
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第 14 回法人会全国女性フォーラム富山大会が、
元号が変わる直前の４月 25 日に富山県富山市で
開催されます。
この季節の富山では、他県では見聞出来ない素
晴らしい春の風物詩が数々あります。富山湾にお
いては「対岸の景色を幻想的に映し出す蜃気楼」、
「深海からの使者、青白い光を放つホタルイカ」、
そして国内最大級 300 品種・300 万本のチュー
リップが色鮮やかに咲き誇る「となみチューリッ
プフェア」、立山黒部アルペンルートには春の雲
上の絶景といえる雪の壁 20 メートルにも迫る「雪
の大谷」など、雄大な景観をご覧いただけます。
富山県は、南北にのびる日本列島の中心にあり、
東京・大阪・名古屋の三大都市圏からほぼ等距離
という、いわば扇の要となる場所に位置するため、
交通網が充実しています。2015 年３月に開業し
た北陸新幹線によって、その利便性は更に向上し
ました。
また、3,000 m 級の山々が連なる立山連峰から

水深 1,000 mを越える富山湾に至るまで、高低差

4,000 m のダイナミックで変化に富んだ地形を有
しており、天然の巨大ダムとも言える山々からは
一年を通じて豊かできれいな水が生まれ、その水
資源は水力発電など多目的に利用されており、日
本海側最大の工業集積地、北陸工業地域の中核を
担っております。
そして、「越中富山の薬売り」の伝統から医薬品

の製造・販売も盛んです。近年では、300 余年に
及ぶ医薬の伝統を活かしたバイオによる新産業創
出をはじめ、ロボットや IT、深層水関連産業など、
富山県の特色を活かした成長産業が注目を集めて
おり、伝統文化の中にも次々と新しい文化を生み
出し、未来へと進化し続けています。
「食」については富山湾で獲れる新鮮な魚をは
じめ、海産物そして農産物の美味しさは言うに及
びません。全国の女性部会員の皆様に十分にお楽
しみいただきたいと存じます。
「きときと富山に来られ」ご来県を心よりお待
ちいたしております。

富山県法人会連合会会長 河上金物株式会社社長

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である

法人会の理念

ようこそ
雄大な立山連峰を見渡せる水の王国 富山へ
河上 弥一郎
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全法連ひろば全法連ひろば
平
成
31
年
度
税
制
改
正
ま
と
ま
る

平
成
31
年
度
税
制
改
正
で
は
、
消
費
税
率

の
引
上
げ
に
際
し
、
需
要
変
動
の
平
準
化
等

の
観
点
か
ら
、
住
宅
に
対
す
る
税
制
上
の
支

援
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
車
体
課
税

に
つ
い
て
、
地
方
の
安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
つ
つ
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
を
確

実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
研
究
開
発
税
制
の

見
直
し
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
都
市
・
地

方
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
地
方
税
体

系
の
構
築
の
観
点
か
ら
、
特
別
法
人
事
業
税

（
仮
称
）及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税（
仮
称
）

の
創
設
等
が
行
わ
れ
た
。

法
人
課
税
で
は
、
中
小
法
人
等
の
法
人
税

の
軽
減
税
率
の
特
例
及
び
中
小
企
業
向
け
投

資
促
進
税
制
の
延
長
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

中
小
企
業
の
事
業
活
動
に
災
害
が
与
え
る
影

響
を
踏
ま
え
て
事
前
防
災
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
（
仮
称
）
に

基
づ
く
防
災
・
減
災
設
備
へ
の
投
資
に
係
る

特
別
償
却
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

資
産
課
税
で
は
、
個
人
事
業
者
の
事
業
承

継
税
制
の
創
設
、
事
業
用
小
規
模
宅
地
特
例

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
教
育
資
金
、

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
非
課
税
措

置
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
た
。

個
人
所
得
課
税
で
は
、
空
き
家
に
係
る
譲

渡
所
得
の
特
別
控
除
の
特
例
が
拡
充
さ
れ
た

ほ
か
、
森
林
整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境

税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）

が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
過
度
な
返
礼
品
を

送
付
し
、
制
度
の
趣
旨
を
歪
め
て
い
る
よ
う

な
団
体
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
特

例
控
除
）
の
対
象
外
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応

す
る
た
め
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
ひ
と

り
親
に
対
し
、
個
人
住
民
税
を
非
課
税
と
す

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

政
府
・
国
会
議
員
ら
に
提
言

全
法
連
で
は
、「
平
成
31
年
度
税
制
改
正

提
言
」
に
伴
う
県
連
・
単
位
会
の
提
言
活
動

の
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
。

国
会
議
員
関
係
で
は
、
全
国
３
０
１
会
の

法
人
会
が
地
元
選
出
議
員
に
対
し
て
提
言
を

実
施
。
議
員
本
人
１
３
１
人
を
含
め
衆
・
参

院
議
員
４
９
８
人
（
前
年
度
４
９
２
人
）
に

提
言
を
行
っ
た
。

地
方
自
治
体
関
係
で
は
４
０
３
会
が
実
施
。

都
道
県
は
知
事
本
人
13
人
を
含
め
41
件
、
都

道
県
議
会
41
件
、
市
町
村
長
８
０
８
件
（
前

年
度
７
８
５
件
）、
市
町
村
議
会
５
１
８
件

（
同
５
０
２
件
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
全
法
連
に
お
い
て
は
、
自
民
党
・

公
明
党
・
国
民
民
主
党
・
立
憲
民
主
党
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
全
法
連
税

制
委
員
会
の
柳
田
道
康
委
員
長
ら
が
出
席
し
、

法
人
会
の
提
言
を
訴
え
た
。
更
に
、
財
務
副

大
臣
、
中
小
企
業
庁
長
官
・
総
務
省
自
治
税

務
局
長
等
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
も
提
言
活

動
を
行
っ
た
。

平
成
31
年
税
制
セ
ミ
ナ
ー

来
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
最
初
の
取
り

組
み
と
な
る
「
平
成
31
年
税
制
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、2
月
13
日
、東
京
都
新
宿
区
の
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
行
わ
れ
、
全
国

の
法
人
会
税
制
委
員
ら
４
０
７
人
が
出
席
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
財
務
省
の
小
野
平

八
郎
審
議
官
が
、
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
行
い
、
そ
の
後
、
中

央
大
学
法
科
大
学
院
の
森
信
茂
樹
特
任
教
授

が
、「
日
本
の
財
政
・
税
制
の
課
題
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
翌
日
に
は
、
全
法
連
税
制
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
検
討
テ
ー
マ
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
が
審
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
32
年
度

（
２
０
２
０
年
度
）
税
制
改
正
提
言
の
取
り

ま
と
め
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
３
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
、
役
員
、
税
制
委
員
等

を
対
象
に
し
た
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
年
も

実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
各
法
人
会
、
県
連
、
全
法
連
の

各
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
、
最
終
的

に
は
９
月
の
全
法
連
理
事
会
で
「
平
成
32
年

度
（
２
０
２
０
年
度
）
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」
を
決
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

2019 春 8

中央大学法科大学院 森信茂樹特任教授の講演

２月 14 日開催の全法連税制委員会
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新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

１
月
22
日
、
全
法
連
・
東
法
連
共
催
の
新

年
賀
詞
交
歓
会
が
、
東
京
・
日
比
谷
の
帝
国

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
や
法
人
会
関
係

者
お
よ
そ
６
０
０
人
が
出
席
し
た
。

ま
ず
第
一
部
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
の
三
屋
裕
子
氏
に
よ
る
新
春
記
念
講
演
が

「
人
を
活
か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ヒ
ン
ト
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
国
税
庁
の
課
税
部
長
と
法

人
課
税
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
平
成
30
年
に

叙
勲
、
納
税
表
彰
を
受
章
し
た
法
人
会
役
員

へ
の
受
章
祝
典
が
行
わ
れ
た
。
小
林
栄
三
会

長
が
「
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
謹
ん
で
お

祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
も
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
出
席
し
た

43
人
の
受
章
者
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

そ
の
後
、
財
務
副
大
臣
や
財
務
大
臣
政
務

官
、
各
政
党
の
税
制
調
査
会
等
に
所
属
す
る

国
会
議
員
、
国
税
庁
幹
部
な
ど
多
数
の
来
賓

が
出
席
し
、
第
三
部
・
賀
詞
交
歓
会
が
華
や

か
に
挙
行
さ
れ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
は
じ
め
に
鈴
木
馨
祐

財
務
副
大
臣
が
「
法
人
会
に
は
、
日
頃
か
ら

税
務
行
政
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
る
。
日
本
経
済
は
三
年
連
続
の
プ
ラ

ス
成
長
と
な
る
な
ど
、
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
道

筋
を
確
実
に
歩
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

31
年
度
税
制
改
正
で
は
、
経
済
再
生
と
デ
フ

レ
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
予
定
で
あ
る
。
本
年
10
月
に
は
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
併
せ
て
軽
減
税
率

制
度
の
導
入
も
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
向

け
た
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
税
務

行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
、
藤
井
健

志
国
税
庁
長
官
が
「
法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
や

納
税
意
識
の
高
揚
、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
向
上
に
資
す
る
啓
発
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。
申
告
納
税
制
度

の
円
滑
な
運
営
、
ひ
い
て
は
社
会
の
安
定
と

発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、深
く
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？「
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
Ｉ
Ｄ
」

Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
Ｉ
Ｄ
と
は
、
１
つ
の
ア
カ
ウ

ン
ト
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
）
で
複
数
の
行

政
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
法
人
番
号
を
活
用
し
た
認
証
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
経
済
産
業
省
が
本
年
２
月
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
サ
イ
ト
を
公
開
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
運
用
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
法
人
の
代
表
者
又
は

従
業
員
等
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
す
る
こ
と

で
、
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
Ｉ
Ｄ
に
対
応
し
た
行
政
手

続
が
可
能
と
な
る
。

法
人
に
と
っ
て
、
手
続
ご
と
に
、
代
表
者

確
認
な
ど
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得
す
る
た
め
の

手
続
を
行
う
こ
と
は
負
担
で
あ
る
と
と
も
に
、

取
得
し
た
複
数
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
す
る

こ
と
は
非
常
に
煩
雑
で
あ
る
。

１
つ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
様
々
な
行
政
手
続

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

等
の
長
時
間
労
働
の
是
正
等
を
図
る
こ
と
が

ね
ら
い
だ
。

更
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
と
法
人
番
号
が
ひ
も

付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
入
力
情
報
の
自
動
補

完
や
、
手
続
の
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
（
同
じ
情

報
の
入
力
は
一
度
だ
け
）
が
可
能
と
な
る
。

ま
ず
は
経
済
産
業
省
の
行
政
手
続
か
ら
利

用
で
き
る
が
、
今
後
、
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
Ｉ
Ｄ
で

利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
行
政
手
続
が
順
次

追
加
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
更
な
る
手
続
の

効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

U
RL：
https://gbiz-id.go.jp
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小林会長から受章者へ記念品が贈呈された
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【
札
幌
】
１
月
15
日
、

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー

で
、札
幌
中
・
札
幌
西
・

札
幌
北
・
札
幌
東
・
札

幌
南
の
五
法
人
会
（
北

海
道
）
に
よ
る
合
同
セ

ミ
ナ
ー
「
税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
対

応
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

法
人
税
に
精
通
し
て
い
る
藤
田
勝
紀
税
理

士
が
、
税
務
調
査
と
は
そ
も
そ
も
ど
ん
な
も

の
か
、
調
査
の
具
体
的
内
容
、
事
前
準
備
・

対
応
策
ま
で
、
国
税
局
・
税
務
署
の
勤
務
経

験
談
を
交
え
て
分
か
り
易
く
説
明
。
ま
た
法

人
会
で
推
奨
し
て
い
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、
調
査
の
事

前
準
備
、
企
業
に
お
け
る
内
部
統
制
面
や
経

理
面
の
自
主
点
検
に
際
し
、
積
極
的
に
活
用

す
る
よ
う
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
は
受
講
者
か
ら
い
く
つ
も
の
質
問

が
あ
っ
た
が
、
個
々
に
親
切
か
つ
丁
寧
な
対

応
で
、
参
加
者
か
ら
は
大
変
参
考
に
な
っ
た

と
好
評
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

横
浜
市
か
ら
の
善
意
を

長
内
小
学
校
に
伝
達

【
久
慈
】
久
慈
法
人
会
（
岩
手
）
は
２
月
７
日
、

久
慈
市
立
長
内
小
学
校
に
寄
付
金
の
目
録
を

届
け
た
。

こ
れ
は
、
岩
手
県
連
が
横
浜
市
の
緑
法
人

会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
復
興
支
援
寄
付
金
10
万

円
を
、
被
災
地
学
校
の
備
品
等
整
備
支
援
と

し
て
贈
っ
た
も
の
。
久
慈
法
人
会
で
は
以
前

か
ら
８
つ
の
小
学
校
で
租
税
教
室
を
行
っ
て

き
た
。
長
内
小
学
校
は
震
災
前
か
ら
積
極
的

に
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
上
位
入
賞
実

績
が
あ
る
な
ど
、
租
税
教
育
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

当
日
は
、
嵯
峨
会
長
と
小
山
女
性
部
会
長

が
山
口
校
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。
山
口
校

長
は
「
皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

児
童
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
、
一
輪

車
を
立
て
掛
け
る
ラ
ッ
ク
の
製
作
と
、
古
く

な
っ
た
高
跳
び
用
マ
ッ
ト
を
購
入
し
た
い
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

ひ
ょ
う
た
ん
の
お
守
り
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

【
西
尾
】
西
尾
法
人
会
（
愛
知
）
一
色
支
部
で

は
年
末
恒
例
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

〝
ひ
ょ
う
た
ん
の
お
守
り
〟
を
使
っ
た
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今
年
度
は
、
12

月
３
日
に
西
尾
市
立
一
色
中
部
小
学
校
の
６

年
生
80
名
、
12
月
７
日
に
一
色
西
部
小
学
校

の
６
年
生
63
名
が
、
同
支
部
役
員
、
西
尾
警

察
署
員
、
交
通
指
導
員
と
、
各
校
前
の
交
差

点
で
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
た
。
赤
信
号
で

停
車
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
笑
顔
で
子
ど
も

ら
に
応
え
、
お
守
り
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

こ
の
お
守
り
は
、
西
尾
愛
瓢
会
の
方
が

作
っ
た
千
成
瓢
箪
３
０
０
個
に
、
児
童
が
交

通
安
全
の
想
い
を
込
め
て
絵
や
文
字
を
描
き
、

支
部
の
メ
ン
バ
ー
が
１
つ
ず
つ
房
を
通
し
て

「
交
通
安
全
」
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
手
作
り
品
。

年
々
、
天
候
不
順
や
生
産
者
減
少
か
ら
瓢
箪

の
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
可

能
な
限
り
継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

交
通
事
故
関
係
で
不
名
誉
な
記
録
が
毎
年

続
い
て
い
る
愛
知
県
は
、
平
成
か
ら
新
元
号
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札
幌
五
法
人
会
が
合
同
で

「
税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」

〈法人会〉
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に
替
わ
る
の
を
機
に
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

の
座
を
何
と
し
て
で
も
返
上
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
の
交
通
事

故
減
少
を
願
い
、
次
年
度
以
降
も
努
力
を
つ

づ
け
る
所
存
で
あ
る
。

こ
ど
も
の
く
に
「
な
が
さ

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
☆
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
」

【
長
崎
】
１
月
27
日
、
長
崎
市
の
チ
ト
セ
ピ

ア
ホ
ー
ル
で
租
税
教
室
職
業
体
験
事
業
「
な

が
さ
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
☆
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
青
年
部
会
の
社
会
貢
献
活
動
、

及
び
租
税
教
育
活
動
の
一
環
で
、
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
イ
ン
フ
ィ
ー
ニ
テ
ィ
ー
の
協
力
の
も

と
、
一
般
公
募
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
小
学
３

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
１
２
０
名
が

参
加
し
た
。

会
場
に
は
実
物
さ
な
が
ら
の
カ
フ
ェ
や
雑

貨
店
、
う
ど
ん
屋
、
病
院
、
清
掃
業
、
建
設

業
な
ど
十
数
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
ま
さ
に
小

さ
な
街
が
誕
生
。
児
童
生
徒
た
ち
は
、
最
初

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
自
分
の
興
味
あ
る
仕
事

を
見
つ
け
、
職
種
を
選
択
。
働
く
疑
似
体
験

を
し
て
、
仮
想
通
貨
「
ス
テ
ラ
」
を
給
料
と

し
て
受
け
取
り
、
納
税
後
、
買
い
物
や
食
事

観
光
も
楽
し
ん
だ
。
お
金
の
仕
組
み
を
体
験

し
、
そ
の
大
切
さ
や
税
に
関
し
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
た
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

仕
事
や
経
営
体
験
「
未
来

の
社
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

【
諫
早
大
村
】
諫
早
大
村
法
人
会
（
長
崎
）
青

年
部
会
で
は
11
月
25
日
、
喜
々
津
駅
前
広
場

に
お
い
て
同
市
商
工
会
青
年
部
と
共
催
で
、

「
未
来
の
社
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
租

税
教
室
を
実
施
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
６
０
０
人
を

超
え
る
親
子
が
来
場
し
た
。
ま
ず
、
子
ど
も

た
ち
は
建
築
木
工
、
水
道
設
備
、
電
気
工
事
、

自
動
車
点
検
整
備
、
レ
ッ
カ
ー
操
作
、
ネ
イ

ル
、
保
育
な
ど
の
中
か
ら
選
ん
だ
仕
事
を
体

験
。
疑
似
通
貨
に
よ
る
収
入
を
得
た
り
、
社

長
体
験
と
し
て
、
貸
借
対
照
表
や
決
算
書
も

作
成
し
た
。
そ
の
後
、
自
ら
体
験
し
て
得
た

収
入
を
も
と
に
青
年
部
ブ
ー
ス
で
疑
似
的
に

確
定
申
告
を
し
、
収
入
に
応
じ
た
税
率
に
基

づ
い
て
納
税
。
最
後
に
手
元
に
残
っ
た
疑
似

通
貨
を
お
菓
子
と
交
換
し
た
。

仕
事
を
し
て
得
た
収
入
に
応
じ
て
納
税
を

す
る
と
い
う
体
験
か
ら
、
租
税
の
大
切
さ
を

知
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
笑
顔
と
歓
声

あ
ふ
れ
る
中
、
親
子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
も
ら
っ
た
。

九
州
全
域
と
沖
縄
県
連
で

初
の
合
同
エ
リ
ア
会
議

【
福
岡
局
連
・
熊
本
局
連
・
沖
縄
県
連
】
11
月

12
日
、
福
岡
局
連
・
熊
本
局
連
・
沖
縄
県
連

に
よ
る
合
同
エ
リ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
ふ

や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
向
け
各
県
連
の
取
り

組
み
や
進
捗
状
況
が
発
表
さ
れ
た
。
当
日
は

組
織
委
員
会
か
ら
会
員
増
強
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
、
ま
た
福
利
厚
生
制
度
協
力
３

社
の
施
策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
会
合
は
、
他
エ
リ
ア
に
先
駆
け
て
実

施
さ
れ
た
全
国
初
と
な
る
局
連
を
跨
い
だ
エ

リ
ア
会
議
で
、
九
州
全
域
と
沖
縄
県
連
の
組

織
・
厚
生
委
員
長
と
、
専
務
理
事
ま
た
は
事

務
局
長
、お
よ
び
協
力
３
社
の
本
社
・
支
社
・

支
店
の
役
職
員
も
出
席
。
総
勢
72
名
が
互
い

の
好
事
例
を
共
有
す
る
な
ど
活
発
に
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
実
に
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

リ
レ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
、
全
法
連
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
地
域
毎
の
活
動
を
、
是
非
ご
投
稿
く
だ
さ
い
！

11 2019 春
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年
始
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
報
道
や
番

組
は
Ａ
Ｉ
一
色
で
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
発
達

で
わ
れ
わ
れ
の
経
済
や
社
会
、
働
き
方

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
お
お
む
ね
新
年

の
年
明
け
に
ふ
さ
わ
し
く
明
る
い
ト
ー

ン
の
報
道
が
目
立
ち
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
を
日
々
の
勤
労
か
ら
解
放
し
、
趣
味

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
打
ち
込
む
こ
と
が

で
き
る
バ
ラ
色
の
未
来
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
、
と
い
う
見
方
で
す
。

し
か
し
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
ユ

ダ
ヤ
人
学
者
ハ
ラ
リ
氏
の
「
ホ
モ
・
デ

ウ
ス
」（
河
出
書
房
新
社
）
を
読
む
と
、

一
変
し
て
重
苦
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

ハ
ラ
リ
氏
は
、
Ａ
Ｉ
の
発
達
し
た
世

界
を
考
え
る
際
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
だ
と
い
い
ま
す
。

「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
の
は
、「
計

算
を
し
、
問
題
を
解
決
し
、
決
定
に
至

る
た
め
に
利
用
で
き
る
、
一
連
の
秩
序

だ
っ
た
ス
テ
ッ
プ
」
と
定
義
さ
れ
、
計

算
を
す
る
際
に
従
う
方
法
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
感
覚
や
欲
望
は
精
緻
な
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、「
Ａ
Ｉ
が
発
達
す
れ
ば
、
自
分
よ
り

自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
に
自
分
が
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
さ
れ
た
少
数
の
特
権
エ
リ
ー
ト

階
級
と
、
残
り
の
大
部
分
の
彼
ら
に
支

配
さ
れ
た
劣
等
カ
ー
ス
ト
に
分
か
れ
、

自
由
主
義
の
基
盤
が
崩
壊
し
、
大
衆
の

時
代
が
終
焉
、
果
て
し
な
い
格
差
社
会

が
出
現
す
る
」
と
予
言
し
ま
す
。

そ
し
て
「
人
間
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

支
配
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
代
わ
っ
て
い
き
、

土
塊
の
よ
う
に
流
さ
れ
て
い
く
存
在
に

な
る
」
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
、
今
か

ら
「
人
間
と
は
何
か
」
を
問
い
、「
自
ら

満
足
す
る
方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が

必
要
だ
」
と
説
い
て
い
ま
す
。

す
で
に
中
国
で
は
、
ア
リ
バ
バ
グ

ル
ー
プ
の
芝
麻
信
用
が
、
個
人
ご
と
に

支
払
履
歴
や
交
友
関
係
、
ど
こ
で
食
事

や
買
い
物
を
し
た
か
、
交
通
違
反
を
し

た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
日
々
の

行
動
を
デ
ー
タ
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を

Ａ
Ｉ
で
点
数
化
し
て
、
信
用
度
と
し
て

与
信
審
査
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

個
人
が
、
そ
の
点
数
に
よ
っ
て
交
友
関

係
を
選
別
す
る
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
自
分
の
点
数
よ

り
低
い
友
人
と
の
交
流
は
制
限
す
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
こ
の
ま
ま
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
も
と
で
Ａ
Ｉ
の
発
達
を
放
置
し
て
お

く
と
、
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
人
と
そ
う

で
な
い
人
と
の
計
り
知
れ
な
く
大
き
な

格
差
社
会
は
す
ぐ
に
で
も
や
っ
て
来
る

よ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
事
態

を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
二
つ
の
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
格
差
社
会
が
到
来
し
な
い

よ
う
あ
ら
か
じ
め
の
対
策
を
打
っ
て
お

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
国
家
し
か

で
き
な
い
税
制
改
革
の
見
取
り
図
を
描

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
余
裕
の
あ
る
者

か
ら
よ
り
多
く
の
負
担
を
、
そ
う
で
な

い
者
の
負
担
は
軽
く
と
い
う
こ
と
で
格

差
拡
大
を
防
い
で
い
く
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
「
高
齢
化
で
高
騰
す
る
社
会
保

障
費
を
賄
う
た
め
の
消
費
増
税
」
と
は

異
な
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
税
制
改
革

は
、
徴
税
権
の
あ
る
国
家
し
か
で
き
な

い
政
策
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
の

発
達
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
教
育
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
財
源
が
必
要
で
、
こ
こ
で
も
負
担
の

問
題
が
議
論
と
な
り
ま
す
。
も
う
す
ぐ

小
学
生
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が

始
ま
る
そ
う
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
必

要
と
な
る
教
育
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ

う
な
技
術
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
人
間

の
本
質
を
考
え
、
行
動
を
規
律
す
る
倫

理
な
ど
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

幸
い
Ａ
Ｉ
は
、
知
能
や
知
識
は
人
間

よ
り
優
れ
て
い
て
も
、
意
識
は
あ
り
ま

せ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、「
Ａ

Ｉ
は
恋
愛
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
い
ず
れ
そ
の
よ
う
な
社
会
（
シ

ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
）
が
来
る
と
い
う

学
者
も
多
く
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
大
き
な
変
化
が

や
っ
て
来
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
す
。

少
子
化
で
も
、
高
齢
化
社
会
で
も
そ
う

で
し
た
が
、
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
そ

の
時
に
な
ら
な
け
れ
ば
具
体
策
が
出
て

こ
な
い
と
い
う
の
が
現
実
の
姿
で
す
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
世
は
、
国
民

も
政
治
も
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
て
、

Ａ
Ｉ
発
達
社
会
が
デ
ス
ト
ピ
ア
に
な
ら

な
い
よ
う
あ
ら
か
じ
め
の
対
策
を
考
え

る
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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妊
娠
中
の
患
者
が
外
来
受
診
し
た
際
に
初
・
再
診
料
に
上
乗
せ
す
る
「
妊
婦
加
算
」
が
、

制
度
導
入
か
ら
⚑
年
足
ら
ず
で
廃
止
さ
れ
た
。
与
党
か
ら「
妊
婦
税
」と
の
批
判
が
強
ま
っ

た
た
め
だ
。
だ
が
、
妊
婦
に
配
慮
し
た
医
療
の
充
実
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
産

科
以
外
の
診
療
科
で
は
妊
婦
を
敬
遠
す
る
風
潮
も
あ
る
。
少
子
化
は
年
々
深
刻
化
し
て
お

り
、
子
供
を
生
み
や
す
い
態
勢
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

医
療
界
に
妊
婦
敬
遠
の
風
潮

「
妊
婦
加
算
」
は
、
妊
娠
中
の
女
性
の
診

療
を
積
極
的
に
行
う
医
療
機
関
を
増
や
す

目
的
で
導
入
さ
れ
た
。
妊
婦
が
受
診
し
た

際
、
医
療
機
関
は
初
診
の
場
合
⚗
⚕
⚐
円
、

再
診
で
は
⚓
⚘
⚐
円
（
い
ず
れ
も
患
者
自

己
負
担
は
⚓
割
)を
上
乗
せ
し
て
診
療
報

酬
を
請
求
で
き
る
仕
組
み
だ
。

導
入
が
図
ら
れ
た
背
景
に
は
、
妊
娠
中

の
患
者
を
敬
遠
す
る
医
療
界
の
風
潮
が
あ

る
。
妊
婦
の
診
療
に
お
い
て
は
、
胎
児
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
薬
を
処
方
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
訴
訟
リ

ス
ク
も
あ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
る
一
部

の
医
療
機
関
で
は
、
風
邪
な
ど
軽
い
症
状

の
患
者
で
あ
っ
て
も
産
科
を
勧
め
る
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

し
わ
寄
せ
を
受
け
る
産
科
医
の
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
厚
労
省
は
状
況
の

改
善
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。

制
度
の
目
的
自
体
は
間
違
っ
た
も
の
で

は
な
い
が
、
厚
労
省
に
と
っ
て
誤
算
だ
っ

た
の
が
趣
旨
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
医
療
機

関
の
動
き
で
あ
っ
た
。

適
用
対
象
が
「
歯
科
を
除
く
外
来
の
保

険
診
療
」
と
さ
れ
た
の
を
逆
手
に
取
る
が

如
く
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
作
る
た
め

の
眼
科
受
診
な
ど
投
薬
を
伴
わ
な
い
治
療

ま
で
妊
婦
加
算
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

診
察
後
に
患
者
の
妊
娠
を
知
り
、
妊
婦
加

算
を
追
加
す
る
と
い
う
悪
質
な
ケ
ー
ス
ま

で
あ
っ
た
と
い
う
。「
診
療
報
酬
の
点
数

稼
ぎ
」
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
で
は
、
受
診
し
た
妊
婦
以
外
で

あ
っ
て
も
怒
り
の
声
が
上
が
る
だ
ろ
う
。

「
少
子
化
対
策
に
逆
行
」
の
声
も

追
い
討
ち
を
掛
け
た
の
が
、「
出
生
数

減
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
に
、
妊
婦
に
負

担
増
を
求
め
る
の
は
少
子
化
対
策
に
逆
行

す
る
」
と
の
意
見
だ
っ
た
。「
少
子
化
対

策
と
い
う
な
ら
、
む
し
ろ
妊
婦
の
負
担
を

軽
減
す
べ
き
だ
」
と
の
理
屈
だ
。

厚
労
省
が
妊
婦
の
患
者
に
ど
ん
な
配
慮

を
す
べ
き
な
の
か
具
体
的
に
示
さ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
患
者
に
は
「
負
担
増

に
見
合
っ
た
診
療
」
の
実
感
が
伴
わ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
声
に
与
党
が
敏
感
に
反
応
し
、

加
算
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
続
出
。
厚

労
省
に
凍
結
を
迫
り
、
次
回
の
診
療
報
酬

改
定
で
加
算
自
体
の
廃
止
も
含
め
た
検
討

を
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。

だ
が
、
与
党
は
「
加
算
」
を
凍
結
し
た

だ
け
で
代
替
案
を
示
し
て
お
ら
ず
、「
妊

娠
中
の
女
性
の
診
療
を
積
極
的
に
行
う
医

療
機
関
を
増
や
す
」
と
い
う
当
初
の
目
的

か
ら
む
し
ろ
遠
の
い
た
。

加
算
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
を
す
る
こ

と
な
く
凍
結
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

対
案
を
示
さ
ぬ
与
党
の
姿
勢
へ
の
批
判
は

少
な
く
な
い
。「
問
題
点
が
あ
る
な
ら
解

決
の
道
を
模
索
す
る
の
が
与
党
の
責
務
だ
。

凍
結
あ
り
き
で
進
め
た
の
は
、
国
民
受
け

を
狙
っ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
だ
」（
医

療
関
係
者
）
と
の
指
摘
だ
。

「
加
算
」
の
導
入
を
決
め
た
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
に
も
「
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
患
者
が
自
己
負
担
す
る
原
則
が
崩
れ

た
ら
、
診
療
報
酬
の
在
り
方
自
体
が
ゆ
が

む
」
な
ど
〝
政
治
介
入
〟
へ
の
警
戒
感
が

く
す
ぶ
っ
て
い
る
。

妊
婦
加
算
に
問
題
点
が
多
か
っ
た
と
は

い
え
、
妊
婦
の
受
診
に
お
け
る
配
慮
が
重

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ま

ま
で
は
無
責
任
と
の
批
判
は
避
け
ら
れ
な

い
。
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
医
療
は
原
則

と
し
て
公
的
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
が
、

少
子
化
社
会
に
お
い
て
こ
の
ま
ま
で
よ
い

の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
。

だ
れ
が
ど
う
負
担
し
、
何
に
配
慮
す
べ

き
な
の
か
。
厚
労
省
は
も
ち
ろ
ん
、
与
党

に
も
出
産
時
の
一
時
金
も
含
め
た
妊
婦
健

診
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
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調
査
対
象
法
人
は
代
表
者
の
子
を
従
業
員

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
と
主
張
す
る
が
、

調
査
対
象
法
人
の
指
示
管
理
の
下
で
子
に
労

務
を
提
供
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証

拠
が
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
対
象
法
人
の
従

業
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
さ
れ
た
事
例
で
す
。

調
査
官

代
表
者
の
子
に
対
し
て
、
従
業
員

と
し
て
の
給
与
及
び
賞
与
と
し
て
平
成
〇
〇

年
に
⚒
⚕
⚐
万
円
、
平
成
〇
〇
年
に
⚒
⚔
⚐

万
円
及
び
平
成
〇
〇
年
に
⚓
⚔
⚐
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
支
給
し
、
各
事
業
年
度
の
損
金
の
額

に
算
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
対
象
法
人
は
、
給
与
に
係
る

調
査
対
象
法
人
が
負
担
す
べ
き
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
及
び
厚
生
年
金
保
険
料
を
支
出

し
、
法
定
福
利
費
と
し
て
各
事
業
年
度
の
損

金
の
額
に
算
入
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
仕

事
の
内
容
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

担
当
者

代
表
者
の
子
は
、
自
宅
に
お
い
て

勤
務
し
、
調
査
対
象
法
人
の
営
む
業
務
に
つ

い
て
代
表
者
に
助
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

調
査
官

調
査
対
象
法
人
の
就
業
規
則
に
は
、

在
宅
勤
務
に
関
す
る
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
対
象
法
人
と
代
表
者
の
子
の
間
で
雇
用

契
約
書
は
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

担
当
者

・
・
・
・
・
。

調
査
官

従
業
員
の
勤
怠
管
理
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
。

担
当
者

個
人
別
作
業
日
報
で
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

調
査
官

調
査
の
結
果
、
代
表
者
の
子
は
調

査
対
象
法
人
の
事
務
所
に
出
勤
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

担
当
者

作
業
日
報
に
は
毎
月
20
日
程
度
出

勤
し
た
と
記
載
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

調
査
官

給
与
担
当
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

代
表
者
の
指
示
に
基
づ
き
作
業
日
報
の
作
成

を
し
た
が
、
作
業
日
報
の
作
成
や
給
与
等
の

支
給
に
当
た
り
、
代
表
者
の
子
の
就
労
時
間

を
確
認
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
勤
怠
管
理
も

行
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

担
当
者

・
・
・
・
・
。

調
査
官

ま
た
、
調
査
対
象
法
人
は
、
就
業

規
則
で
定
め
て
い
る
失
業
保
険
に
係
る
雇
用

保
険
料
を
他
の
従
業
員
の
給
与
の
支
給
の
際

に
控
除
し
て
い
る
が
、
代
表
者
の
子
へ
の
給

与
の
支
給
の
際
に
は
控
除
を
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

代
表
者
の
子
の
在
宅
勤
務
に
関
し
て
、
具

体
的
な
就
労
条
件
や
勤
怠
管
理
の
方
法
を
定

め
た
書
面
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

担
当
者

・
・
・
・
・
。

調
査
官

調
査
対
象
法
人
が
、
代
表
者
の
子

の
在
宅
勤
務
に
当
た
り
、
代
表
者
の
子
が
従

事
す
べ
き
業
務
を
指
示
し
、
そ
の
就
労
時
間

や
業
務
の
成
果
を
報
告
さ
せ
る
等
、
調
査
対

象
法
人
の
指
示
管
理
下
で
代
表
者
の
子
に
労

務
を
提
供
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資

料
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
者

代
表
者
の
子
は
、
自
宅
に
お
い
て

勤
務
し
、
当
社
の
営
む
道
路
の
維
持
管
理
業

に
お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
の
た
め

道
路
の
段
差
解
消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
必
要

性
に
つ
い
て
代
表
者
に
助
言
し
て
い
ま
し
た
。

従
業
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

調
査
官

調
査
の
結
果
、
調
査
対
象
法
人
の

主
張
を
認
め
る
に
足
る
証
拠
が
な
い
の
で
、

調
査
対
象
法
人
の
主
張
に
は
理
由
が
あ
り
ま

せ
ん
。

従
っ
て
、
代
表
者
の
子
が
調
査
対
象
法
人

の
従
業
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
と
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
代
表
者
の
子
に
関
す
る

給
与
及
び
法
定
福
利
費
を
否
認
し
ま
す
。

後
日
、
調
査
対
象
法
人
は
国
税
不
服
審
判

所
に
審
査
請
求
を
し
ま
し
た
が
、
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

15 2019 春

代
表
者
の
子
に
対
す
る
架
空
人
件
費

イラスト 渡辺 正義
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ビ
タ
ミ
ン
の
研
究
は
Ｂ
か
ら

始
ま
り
、現
在
は
⚘
種
を
認
定

ま
ず
ビ
タ
ミ
ン
と
は
何
か
を
簡
単
に
説

明
し
ま
す
と
、
日
本
で
は
五
大
栄
養
素
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、「
微
量
で
生
体
の
栄

養
や
生
理
機
能
を
調
整
す
る
有
機
物
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、

ビ
タ
ミ
ン
は
体
内
で
は
合
成
さ
れ
ず
、
食

べ
物
で
し
か
摂
取
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

次
に
ビ
タ
ミ
ン
は
現
在
、
全
部
で
13
種

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

や
Ｃ
と
違
い
、
Ｂ
は
な
ぜ
Ｂ
⚑

と
か
Ｂ
⚒

に

な
っ
て
い
る
の
か
、
不
思
議
に
思
う
人
も

多
い
で
し
ょ
う
ね
。
し
か
も
次
は
飛
ん
で

Ｂ
⚖

、
そ
の
次
は
Ｂ
儙

で
す
。

実
は
Ｂ
と
し
て
認
定
さ
れ
た
順
に
数
字

が
付
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
研
究
で

ビ
タ
ミ
ン
で
は
な
い
と
除
外
さ
れ
た
も
の

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
い
っ
た

ん
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
も
化
学
名
で
復
活
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
現
在
、

Ｂ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
⚘
種
が
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
、
も
し
く
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
複
合
体

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
ビ
タ
ミ
ン
と
は
ど
う
い
う
意
味
か

と
言
う
と
、
ラ
テ
ン
語
で
「
生
気
あ
ふ
れ

る
」
と
い
う
「
バ
イ
タ
ル
」
に
「
化
合
物
」

の
「
ア
ミ
ン
」
の
付
い
た
造
語
で
す
。
⚑

⚙
⚑
⚑
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
化
学
者
、
カ

シ
ミ
ー
ル
・
フ
ン
ク
氏
が
、
米
糠
か
ら
抽

出
し
た
化
学
成
分
に
、
そ
う
命
名
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
欧
州
で
は
ビ
タ
ミ
ン
の

研
究
が
激
化
し
、
Ｂ
で
は
フ
ン
ク
氏
が
第

一
号
Ｂ
⚑

の
発
見
者
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
年
前
に
日
本
人
研
究
者
が
発
見

皆
さ
ん
は
教
科
書
で
習
っ
た
鈴
木
梅
太

郎
博
士
の
業
績
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

東
大
教
授
の
農
芸
化
学
者
で
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
に
か
け
て
蔓
延
し
て
い
た
脚
気
か
っ
け

の
治
療
研
究
に
取
り
組
ん
だ
方
で
す
。

当
時
の
医
学
界
は
脚
気
を
原
因
不
明
の

伝
染
病
と
見
て
い
ま
し
た
が
、
博
士
は
別

の
捉
え
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
ニ
ワ
ト
リ

な
ど
を
白
米
で
飼
育
す
る
と
脚
気
の
症
状

を
示
す
の
に
、
白
米
に
米
糠
を
混
ぜ
た
り
、

玄
米
で
育
て
た
り
す
る
と
発
症
し
な
い
か

ら
で
し
た
。
そ
こ
で
研
究
を
米
糠
に
絞
り
、

抽
出
し
た
成
分
を
脚
気
治
療
に
有
効
の
オ

リ
ザ
ニ
ン
と
名
付
け
て
、
⚑
⚙
⚑
⚐
年
に

学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
オ
リ
ザ
ニ
ン
は

稲
の
学
名
オ
リ
ザ
か
ら
取
り
ま
し
た
。

し
か
し
国
内
の
医
学
界
は
勿
論
、
日
本

語
の
論
文
は
世
界
か
ら
も
無
視
さ
れ
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
知
人
に
ド
イ
ツ
語
訳

を
頼
み
ま
し
た
が
、
全
く
同
じ
で
し
た
。

誤
訳
が
多
く
、
最
も
重
要
な
「
人
間
、
動

物
の
生
存
に
不
可
欠
な
栄
養
素
」
と
い
う

一
節
が
脱
落
し
て
い
た
の
で
す
。

一
方
で
ビ
タ
ミ
ン
の
研
究
は
さ
ら
に
高

ま
り
、
⚑
⚙
⚒
⚙
年
に
は
こ
の
分
野
で
初

め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
予
想
に
反
し
て
本
命
視
さ
れ
て
い

た
フ
ン
ク
氏
で
は
な
く
、
彼
の
前
に
米
糠

の
効
能
を
予
見
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
研

究
者
ら
他
国
の
二
人
で
し
た
。

水
溶
性
の
Ｂ
群
は
し
っ
か
り
摂
取
を

さ
て
ビ
タ
ミ
ン
は
現
在
、
先
述
の
通
り

13
種
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
Ｂ
群
の

⚘
種
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
残
り
は
Ａ
、

Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｋ
の
⚕
種
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
群
の
詳
細
は
Ｂ
⚑

、
Ｂ
⚒

、
Ｂ
⚖

、
Ｂ
儙

に

ナ
イ
ア
シ
ン
、
パ
ン
ト
テ
ン
醆
、
葉
酸
、

ビ
オ
チ
ン
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
に
は
異
論
も
あ
り
、
将
来
は
さ
ら
に
整

理
さ
れ
る
加
能
性
が
あ
り
ま
す
。

13
種
の
ビ
タ
ミ
ン
は
水
に
溶
け
や
す
い

水
溶
性
と
、
脂
に
溶
け
や
す
い
脂
溶
性
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
Ｂ
群
と
Ｃ
の
⚙

種
、
後
者
は
Ａ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｋ
の
⚔
種
で

す
。
日
常
生
活
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、

水
溶
性
は
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
や
す
い
の

で
必
要
摂
取
量
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
。

脂
溶
性
は
体
内
に
貯
蔵
さ
れ
る
の
で
過
剰

摂
取
を
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

元
気
に
な
る
と
言
わ
れ
る
Ｂ
群
の
効
能

を
個
々
に
記
す
紙
数
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Ｂ
群
は
そ
れ
ぞ
れ
が
助
け
合
っ
て
機
能
す

る
特
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
一
つ
だ

け
の
大
量
摂
取
は
他
を
欠
乏
さ
せ
る
の
で
、

満
遍
な
い
摂
取
が
望
ま
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
史
を
見
て
気
の
毒
な
の
は
、

第
一
発
見
者
の
鈴
木
博
士
で
す
。
死
の
直

前
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
も
の
の
、
世

界
の
表
舞
台
に
は
立
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
逸
し
た
不
運

の
人
」
と
呼
ば
れ
た
博
士
を
偲
び
、
⚒
⚐

⚐
⚐
年
か
ら
12
月
13
日
が
「
ビ
タ
ミ
ン
の

日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
博
士

が
オ
リ
ザ
ニ
ン
の
発
見
を
、
東
京
の
学
会

で
揚
々
と
発
表
し
た
日
で
し
た
。

2019 春 16

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
と
は
」

45

大
谷
克
弥

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト



17_暮らし塾_3k-1.smd  Page 1 19/03/05 17:50  v3.50

ちょっとおトクな、国民年金の話

国民年金に加入している自営業者の方に、知っている
とちょっとおトクなお話をしましょう。
年金保険料は、自営業者だとみんな同じ額で1人月1
万6410 円。1ヶ月ごとに1 年間支払うと19 万 6920
円ですが、これを毎月でなく1年間まとめ払いにすると
19万3420 円で、3500 円おトクになります。
さらに、これを口座振替にすると 19 万 2790 円と
なって、4130 円の割引に。クレジットカード払いの場
合には、割引はないけれどポイントが付くという特典が
あります。ちなみにちょっと大きな額ですが、2年分の
前納もでき、この場合は37万9640 円で1万5760 円
おトク（平成32 年度分は1人月1万6540 円で計算）。
ただ、そんなにまとまった額のお金は支払えないとい
う人は、「早割り」を使うとちょっぴりおトクです。保険
料を納める時は、通常は4月分を5月に支払い、5月分
を6月に支払いますが、4月分は4月末の口座引き落と
しに、5 月分は 5 月末の口座引き落としにすると、月
50 円ですが安くなります。支払うお金は変わらないの
に、年間だと600円おトクです。

★付加年金で、老後の年金額を増やす

自営業者の方で、老後の年金を少しでも増やしたいと
思ったら、国民年金に「付加年金」を乗せて支払うとい
いでしょう。付加年金の保険料は月400 円。これを国
民年金に上乗せして支払っておくと、付加年金を掛けた
月数×200円が、国民年金に一生涯付加されてもらえま
す。例えば、400円を10年間掛けたとすると、400円
×12ヶ月×10年となり、トータルで4万8000 円支払
うことになります。
これを支払っておくと、年金をもらい始めてから、200
円×12ヶ月×10 年で、1年間に2万4000 円多く年金
が受給されます。これは一生なので、1年目は支払った額
に比べてマイナス2 万4000 円ですが、2 年目でトント
ンに。以降3 年目からは長生きすればするほど、年2 万
4000 円ずつトクをすることになります。仮に、65 歳で
年金をもらい始め、87歳になった途端に死んだとしたら、

丸々年金をもらえるのは22 年間。このうち２年分はそ
れまで支払った年金保険料と同額なので儲かったとは言
えませんが、３年目から20年間はプラスになります。

★小規模企業共済なら中途解約可能・貸付制度も

自営業者の方で、儲かっているので節税したいという
方もいらっしゃることでしょう。
掛け金を支払うと保険料が税金の控除対象となる代表
的なものに、「国民年金基金」と「小規模企業共済」があ
ります。国民年金基金の加入上限は月6万8000 円、小
規模企業共済は月 7 万円です。よほど儲かっているな
ら両方とも目一杯に加入するのもいいですが、どちらか
1つを選ぶとしたら、小規模企業共済がいいでしょう。
なぜなら、何かお金が必要な事態が生じた時には、小規
模企業共済のほうが使い勝手がいいからです。
小規模企業共済は、退職金がない自営業者の退職金確
保を目的としたもので、65 歳または廃業時点で積み立
ててきたお金をもらうことができます。一方、国民年金
基金は老後の年金に上乗せされるもので、60 歳で支給
開始されるタイプと65 歳で支給開始されるタイプがあ
ります。ただし国民年金基金は、この支給開始年齢にな
るまで、積み立てたお金を引き出すことができません。
自営業者の場合、商売に波があるケースも多く、儲かっ
ている時はいいですが、ピンチの時にまとまったお金が
欲しいということもしばしばあるでしょう。そんな時に
中途解約ができず、60 歳もしくは65 歳まで預けたお
金を引き出せない国民年金基金は、不便に感じるかもし
れません。
その点で、小規模企業共済は、なんらかの理由で廃業
しなければならなくなった時には、60 歳前でも退職金
代わりにまとまったお金を手にすることができますし、
中途解約することも可能です。また、せっかく積み立て
てきた共済を中途解約するのがもったいないなら、解約
しなくても、自分が積み立ててきたお金を担保にしてお
金を借りるという貸付制度もあります。そういう意味で
は、もしもの時にお金が必要になっても安心です。

17 2019 春

荻原博子の荻原博子の
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2019 春 20

1 エール
2 私の経営哲学

株式会社 まるひで
代表取締役 小野 秀幸
利益は無理に追いかけない 継続することが第一

5 特集
租税教育活動プレゼンテーション最優秀賞

8 全法連ひろば
10 法人会リレーニュース
12 税論
13 税務相談Ｑ＆Ａ

14 情報分析の目
15 実践 税務調査
16 健康バンザイ
17 暮らし塾
18 老舗の肖像 有限会社 西川屋老舗

株式会社 アラクス
20 ▶間違いさがし▶たいへん日和

▶ご意見・ご要望・ご感想は
〒 160 ─ 0002 東京都新宿区四谷坂町 5 ─ 6
公益財団法人 全国法人会総連合「ほうじん」係へ。

間
違
い
さ
が
し

⚒
枚
の
絵
に
は
、
間
違
い
が
⚗
か
所
あ
り
ま
す
。
頭
の
コ
リ
が

と
れ
る
か
な
？

答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
に
あ
り
ま
す
。

間違いさがし答え①左の人の襟首と②ポケット③ポット④犬の模様⑤マイク⑥右の人のメガネと⑦小指

全法連HPでは法人会青年部会の
租税教育活動を紹介しています

本号特集記事では、金沢法人会の活動事例を紹介しました。
全法連HPでは、その他の法人会における、様々な租税教育
活動を紹介していますので、是非ご覧いただければと思います。

（全法連HPリンク）
http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/seinenbukai/action.html#Section02



▲

公益財団法人

法人会は税のオピニオンリーダーとして国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です

私の経営哲学̶第20回
大分法人会　株式会社 まる ひで

小野 秀幸

老舗の肖像　 
有限会社 西川屋老舗
株式会社 アラクス

法人会全国青年の集い岐阜大会特集
「租税教育活動プレゼンテーション最優秀賞」

■
こ
の
季
節
、こ
の
食
べ
物（
食
の
歳
時
記
）

鮮
や
か
な

緑
色
の
茎
を
味
わ
う
と
、

春
が
動
き
出
し
ま
す
。

朝
採
り
の 

ア
ス
パ
ラ
茹
で
て 

春
模
様（
勇
古
）

店
頭
に
並
べ
ら
れ
た
、朝
採
り
ら
し
い
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
を
買
い
込
ん
で
、さ
っ
そ
く
茹
で
て
み
ま
し
た
。目
に
し

み
る
よ
う
な
緑
色
と
、み
ず
み
ず
し
い
口
当
た
り
、爽
や

か
な
香
り
が
、春
の
到
来
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
然
の
ま
ま
日
光
を
浴
び
て
育
っ
た
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
は
、ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜

で
、食
物
繊
維
も
た
っ
ぷ
り
。ア
ミ
ノ
酸
の一
種
で
あ
る
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、疲
労
回
復

や
美
肌
を
促
し
ま
す
。免
疫
力
を
増
強
さ
せ
る
力
も

あ
る
と
さ
れ
、が
ん
を
予
防
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、穂
先
に
含
ま
れ
る
成
分
ル
チ
ン
は
、毛

細
血
管
を
丈
夫
に
し
て
、高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
予
防

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

食
卓
に
春
を
届
け
て
く
れ
る
食
材
と
し
て
人
気
が

高
く
、生
の
ま
ま
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に
、茹
で
て
サ
ラ
ダ

や
炒
め
物
、お
ひ
た
し
な
ど
に
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、白

和
え
や
胡
麻
よ
ご
し
、味
噌
和
え
な
ど
日
本
料
理
で
も

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
花
言
葉
は
、普
遍
性
、勝
利
。変
わ
ら

ぬ
努
力
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
勝
利
に
向
け
て
邁
進
す
る
経
営

者
を
、〈
法
人
会
の
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
〉が

力
強
く
後
押
し
し
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

菜
の
花

パ

◎上記商品の正式名称は次のとおりです。
　総合型V Rタイプ：大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　総合型V Tタイプ：大同生命の無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動・無解約払戻金型）
 もしくは無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　Jタイプ：無配当重大疾病保障保険（無解約払戻金型）、
　Mタイプ：無配当総合医療保険（保険料払込中無解約払戻金型）
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。
◎記載は平成30年1月現在の内容です。将来変更となる可能性があります。 F-29-1003　（平成29年11月7日）

引受保険会社

本社 （大阪）〒550-0002
 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号
 （東京）〒103-6031
 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 0120-789-501（通話料無料）
大同生命ホームページ https://www.daido-life.co.jp/

法人会会員のみなさまに

〈会社をお守りするトータル保障プラン〉

経営者大型総合保障制度
生命保険と損害保険の組み合わせにより、万一の場合はもちろん、
働けなくなった場合のリスクに備えるための各種制度商品をご用意しています。

〒105-8602 東京都港区虎ノ門4丁目3番20号
TEL 03-6848-8500
AIGホームページ http://www.aig.co.jp/sonpo

重大疾病による
長期離職の

リスクに対する保険

Jタイプ

お亡くなりになる
リスクに対する保険

総合型
Rタイプ

V

重度の身体障がい
状態による退職の
リスクに対する保険

総合型
Tタイプ

V

ケガ・病気による
一時的な離職の
リスクに対する保険

Mタイプ

ほ
う
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ん
春
号 

（
第
七
十
巻
春
号
）

Ⓒ
禁
無
断
転
載

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
発
行（
季
刊 

一
、四
、七
、十
一
月
の
一
日
発
行
）

第
七
十
巻

　春
号（
通
巻
第
七
〇
四
号
）

〒 160-0002 東京都新宿区四谷坂町 5-6
電話　03-3357-6681（代）　
http://www.zenkokuhojinkai.or.jp
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